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一ノ瀬 貴士氏

再生と成長、ＳＱＣ第一で

２
０
２
１
年
８
月
に
発

覚
し
た
ガ
ス
絶
縁
開
閉
装

置
の
不
適
切
検
査
事
案
を

は
じ
め
と
す
る
不
祥
事
の

反
省
・
教
訓
を
踏
ま
え
、

東
光
高
岳
は
新
た
な
経
営

理
念
「
東
光
高
岳
グ
ル
ー

プ
経
営
理
念
」
を
制
定
し

た
。
Ｓ
Ｑ
Ｃ
フ
ァ
ー
ス
ト

企
業
へ
再
生
し
大
き
く
成

長
す
る
た
め
の
羅
針
盤
、

経
営
か
ら
現
場
ま
で
一
体

と
な
っ
た
Ｓ
Ｑ
Ｃ
フ
ァ
ー

ス
ト
考
動
文
化
を
醸
成
す

る
た
め
の
規
範
と
し
て
位

置
付
け
、
パ
ー
パ
ス
（
存

在
意
義
）、
ビ
ジ
ョ
ン（
目

指
す
姿
）
、
ク
レ
ド
（
信

条
・
価
値
観
）
を
定
義
し

た
。パ

ー
パ
ス
と
し
て
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
未
来
の
た

め
、
確
か
な
技
術
と
共
創

で
人
と
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
支
え
続
け
る
」
を
掲

げ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
は

年
先

を
見
据
え
て
目
指
す
姿
と

し
て
「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
〝
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
カ

ン
パ
ニ
ー
〞
へ
！
」
を
挙

げ
た
。

大
切
に
す
る
信
条
・
価

値
観
を
表
す
ク
レ
ド
に
は

①
Ｄ
ｏ

ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
（
正
し
い

こ
と
を
正
し
く
行
う
）
②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＋

チ
ェ
ン
ジ
×
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
圧
倒
的
当
事
者
意
識
④

三
現
を
見
る
×
外
を
見
る

×
先
を
見
る
⑤
本
質
を
突

き
詰
め
る
―
―
の
５
点
を

意
識
す
る
。


年
ま
で
を
対
象
と
し

た
中
期
経
営
計
画
で
は
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
信

頼
を
取
り
戻
す
こ
と
を
第

一
と
し
、
再
生
と
成
長
を

同
時
に
達
成
す
る
。

数
値
面
で
は

年
度
に

売
上
高
１
２
０
０
億
円
、

営
業
利
益

億
円
、
純
利

益

億
円
を
目
指
す
。
自

己
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ

Ｅ
）
、
投
下
資
本
利
益
率

（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）の
目
標
は
、

そ
れ
ぞ
れ
８
・
０
％
。
自

己
資
本
比
率
は

％
程
度

と
す
る
。

コ
ア
事
業
で
あ
る
電
力

機
器
事
業
と
計
量
事
業

は
、
事
業
基
盤
の
再
構
築

を
進
め
る
。

特
別
高
圧
受
変
電
機
器

に
つ
い
て
は
、
特
に
大
型

変
圧
器
と
ガ
ス
絶
縁
開
閉

装
置
で
、
他
社
と
の
パ
ー

ト
ナ
リ
ン
グ
を
通
し
た
安

全
・
品
質
の
向
上
、
事
業

構
造
の
抜
本
カ
イ
ゼ
ン
に

取
り
組
む
。
さ
ら
に
老
朽

化
し
た
工
場
や
設
備
へ
の

集
中
投
資
を
行
い
、
旺
盛

な
需
要
に
応
え
る
「
稼
げ

る
工
場
」
へ
の
再
生
を
図

る
。ま

た
、
環
境
配
慮
型
製

品
へ
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
植
物
油
入
大
型
変
圧

器
や
六
フ
ッ
化
硫
黄
（
Ｓ

Ｆ
�
）
ガ
ス
を
使
わ
な
い

開
閉
装
置
の
早
期
開
発
と

市
場
投
入
を
急
ぐ
と
と
も

に
、
配
電
網
の
高
度
化
運

用
に
対
応
で
き
る
高
精
度

な
劣
化
診
断
技
術
や
遠
隔

監
視
技
術
の
開
発
に
も
力

を
注
ぐ
。

小
型
変
圧
器
や
配
電
開

閉
器
な
ど
の
高
圧
機
器
に

関
し
て
は
、
製
造
体
制
を

見
直
す
。

年
度
末
を
め

ど
に
製
造
拠
点
を
１
カ
所

に
集
約
。
続
い
て

年
度

末
に
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
で
製
造
ラ
イ
ン

の
効
率
化
を
実
現
す
る
。

ま
た
、
油
ガ
ス
変
成
器
に

つ
い
て
も
、

年
度
末
を

め
ど
に
工
場
を
拡
張
し
て

製
造
能
力
を
１
・
２
倍
に

引
き
上
げ
、
需
要
増
な
ど

に
対
応
す
る
。

こ
う
し
た
コ
ア
事
業
の

施
策
に
は
約
１
４
０
億
円

を
投
資
。
前
提
と
な
る
工

場
の
Ｄ
Ｘ
化
に
も
約

億

円
を
投
じ
る
。

一
層
の
成
長
が
期
待
で

き
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

関
連
事
業
や
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
イ
ン
フ
ラ
事
業

な
ど
に
も
、
リ
ソ
ー
ス
を

割
く
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
関
連
に
は
約

億
円
、

Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
は

約

億
円
を
投
じ
る
見
込

み
だ
。

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を

手
掛
け
る
東
光
高
岳
グ
ル

ー
プ
の
東
光
東
芝
メ
ー
タ

ー
シ
ス
テ
ム
ズ
で
は
、


年
度
か
ら
国
内
で
本
格
導

入
さ
れ
る
次
世
代
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
製
造
・
出

荷
を

年
度
半
ば
か
ら
開

始
す
る
。
全
国
仕
様
が
統

一
化
さ
れ
る
こ
と
を
契
機

に
、シ
ェ
ア
拡
大
を
図
る
。

さ
ら
に
、
東
光
高
岳
グ
ル

ー
プ
と
し
て
、新
た
に「
計

器
セ
ン
タ
ー
事
業
」と「
次

世
代
Ａ
Ｍ
Ｉ
事
業
」
を
推

進
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
領
域
に
関
与
す
る
こ

と
で
、
売
り
上
げ
・
利
益

の
最
大
化
を
目
指
す
。

Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ
事
業
は

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
の
積

極
展
開
や
、
製
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
の
拡
充
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
強
化
を

加
速
し
、
Ｅ
Ｖ
用
急
速
充

電
器
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の

地
位
を
固
め
る
。

東光高岳 新中期経営計画
東光高岳は昨年月、安全・品質・コンプライアンス最優先を掲げた「ＳＱＣファ

ースト改革」を策定し、取り組みを進めている。今年４月には2027年までの中期経営

計画を公表した。大きく４つの方針を掲げ、不適切事案で傷ついたステークホルダー

からの信頼回復を第一に活動する。電気自動車（ＥＶ）急速充電器ブランドにも掲げ

たコンセプト「ＳＥＲＡ（セラ）」を軸に事業の再生と成長を同時達成していく。

東
光
高
岳
は
充
電
器
な

ど
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

イ
ン
フ
ラ
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
用
急
速
充

電
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
パ

イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
、
累

計
販
売
台
数
は
国
内
１
位

の
実
績
を
誇
る
。
昨
年
に

は
充
電
器
シ
リ
ー
ズ
に
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ
Ｅ
Ｒ

Ａ
（
セ
ラ
）
」
を
設
定
し
、

信
頼
性
の
高
い
急
速
充
電

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル（
指
標
）

と
し
て
、
一
般
消
費
者
へ

の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

充
電
器
ハ
ー
ド
に
と
ど
ま

ら
ず
、
Ｅ
Ｖ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
援
す

る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
も
活
用
し
て
い
く
方
針

だ
。急

速
充
電
器
は
出
力


㌔
㍗
、

㌔
㍗
、

㌔
㍗
、

１
２
０
㌔
㍗
、
１
５
０
㌔

㍗
の
５
種
類
を
展
開
し
て

い
る
。

昨
年
開
始
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
独
自

の

㌔
㍗
出
力
中
速
充
電

器
「
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
―

」
を

生
か
し
て
展
開
す
る
目
的

地
充
電
サ
ー
ビ
ス
「
ａ
ｉ

ｍ
ａ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ

（
あ
い
ま
チ
ャ
ー
ジ
）」だ
。

Ｅ
Ｖ
の
充
電
に
は
急
速

充
電
器
で

分
程
度
、
普

通
充
電
器
で
８
〜

時
間

程
度
を
要
す
る
。
時
間
貸

し
駐
車
場
は
、
そ
の
中
間

と
な
る
１
〜
３
時
間
程
度

の
利
用
時
間
が
多
く
、「
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ａ
―

」
は
時
間
貸

し
駐
車
場
の
利
用
時
間
ニ

ー
ズ
と
合
致
す
る
。現
在
、

「
タ
イ
ム
ズ
パ
ー
キ
ン
グ
」

を
展
開
す
る
パ
ー
ク


（
東
京
都
品
川
区
、
西
川

光
一
社
長
）
グ
ル
ー
プ
と

協
力
し
、
東
京
都
渋
谷
区

や
川
崎
市
内
、
横
浜
市
内

で
展
開
中
だ
。

充
電
器
の
さ
ら
な
る
高

出
力
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
年
５
月
に
は
ｅ

―
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
（
イ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
パ
ワ
ー
、
東
京

都
港
区
、
幸
加
木
英
晃
社

長
）
と
共
同
で
開
発
し
、

Ｃ
Ｈ
Ａ
ｄ
ｅ
Ｍ
Ｏ
規
格
で

世
界
初
と
な
る
一
口
最
大

出
力
３
５
０
㌔
㍗
、
総
出

力
４
０
０
㌔
㍗
を
誇
る
次

世
代
超
急
速
充
電
器
「
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ａ
―
４
０
０
」
を
公

開
し
た
。

今
年
度
中
に
も
市
場
投

入
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン

ド
の
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
製
品

と
し
て
展
開
し
て
い
く
。

東
光
高
岳
は
光
応
用
技

術
に
よ
る
半
導
体
検
査
機

器
事
業
も
展
開
し
て
い

る
。
独
自
開
発
し
た
３
次

元
計
測
技
術
で
、
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
中
央
演
算
処
理
装
置

（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
）
に
使
用
さ
れ

る
高
さ
数
十
㍃
㍍
の
電
極

（
バ
ン
プ
）
を
瞬
時
に
計

測
可
能
な
検
査
装
置
を
提

供
す
る
。
１
枚
当
た
り
数

千
個
の
バ
ン
プ
が
実
装
さ

れ
た
基
板
を
１
時
間
に
４

５
０
０
枚
以
上
検
査
す
る

こ
と
が
可
能
。
実
装
業
界

で
唯
一
無
二
の
技
術
と
な

っ
て
い
る
。

事
業
環
境
は
半
導
体
パ

ッ
ケ
ー
ジ
基
盤
メ
ー
カ
ー

の
設
備
投
資
計
画
が
延

期
、凍
結
さ
れ
た
こ
と
で
、

こ
こ
数
年
は
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
見
込
む
。

打
開
策
と
し
て
新
規
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
を

増
や
し
て
い
る
。
中
国
や

台
湾
で
も
現
地
企
業
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
販

路
を
広
げ
て
い
る
。

バ
ン
プ
検
査
市
場
で

は
、
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
技
術
が
「
チ
ッ
プ
レ

ッ
ト
化
」
と
い
う
大
き
な

技
術
転
換
を
迎
え
て
い

る
。
検
査
装
置
の
一
層
の

微
細
化
、
高
速
化
が
要
求

さ
れ
、
東
光
高
岳
の
３
次

元
検
査
装
置
の
需
要
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。

半
導
体
の
前
工
程
で
あ

る
ウ
ェ
ー
ハ
バ
ン
プ
の
検

査
装
置
も
開
発
し
、
受
注

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
考
え

だ
。

度
重
な
る
不
適
切
事
案

の
発
覚
・
公
表
に
よ
り
、

多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
お

わ
び
申
し
上
げ
る
。

一
連
の
不
適
切
事
案
の

反
省
・
教
訓
を
踏
ま
え
、

安
全
・
品
質
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
最
優
先
す
る

「
Ｓ
Ｑ
Ｃ
フ
ァ
ー
ス
ト
改

革
」を
昨
年

月
に
策
定
、

公
表
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
Ｓ
Ｑ
Ｃ
フ

ァ
ー
ス
ト
の
新
生
東
光
高

岳
と
し
て
再
出
発
す
る
に

当
た
り
、
新
た
な
羅
針
盤

・
行
動
規
範
と
な
る
「
東

光
高
岳
グ
ル
ー
プ
経
営
理

念
」（
パ
ー
パ
ス
・
ビ
ジ
ョ

ン
・
ク
レ
ド
）
を
制
定
し

た
。
こ
の
新
た
な
経
営
理

念
が
再
生
と
成
長
に
向
け

た
当
社
グ
ル
ー
プ
全
員
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

よ
う
、力
を
注
い
で
い
く
。

併
せ
て
「
Ｓ
Ｑ
Ｃ
フ
ァ

ー
ス
ト
の
新
生
東
光
高
岳

と
し
て
再
生
と
成
長
へ
」

を
大
き
な
目
標
と
し
て

「
２
０
２
７
中
期
経
営
計

画
」
を
策
定
し
た
。
基
本

方
針
に
は
①
Ｓ
Ｑ
Ｃ
フ
ァ

ー
ス
ト
改
革
②
コ
ア
事
業

の
再
生
と
強
靭
化
③
成
長

ス
ト
ー
リ
ー
の
再
構
築
④

経
営
基
盤
の
強
化
―
―
を

掲
げ
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼
を
取

り
戻
し
、
コ
ア
事
業
で
あ

る
電
力
機
器
事
業
、
計
量

事
業
の
基
盤
を
再
構
築
し

て
旺
盛
な
需
要
に
応
え
て

い
く
と
と
も
に
、
一
層
の

成
長
が
期
待
で
き
る
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
関
連
事
業

や
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

イ
ン
フ
ラ
事
業
な
ど
へ
リ

ソ
ー
ス
を
集
中
し
、
再
生

と
成
長
を
同
時
達
成
し
て

い
く
。

中
計
で
成
長
事
業
と
位

置
づ
け
た
Ｅ
Ｖ
用
イ
ン
フ

ラ
だ
が
、
近
年
優
れ
た
実

績
を
上
げ
て
い
る
。
急
速

充
電
器
の
国
内
の
累
計
販

売
台
数
で
は
ト
ッ
プ
の
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。

昨
年
５
月
、
Ｅ
Ｖ
用
急

速
充
電
器
シ
リ
ー
ズ
に
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
未
来
の

存
在
」
を
意
味
す
る
「
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ａ
（
セ
ラ
）
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
を
付

け
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
は
Ｓ
ｅ
ａ

ｍ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
、
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ

ｇ
ｙ
、
Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｓ
＆
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
、す
な
わ
ち「
シ
ー

ム
レ
ス
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

つ
な
げ
て
、
社
会
を
イ
キ

イ
キ
活
性
化
さ
せ
て
い
く

存
在
で
あ
り
た
い
」
と
い

う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
込
め

た
思
い
は
、
Ｅ
Ｖ
用
充
電

イ
ン
フ
ラ
に
限
ら
ず
、
コ

ア
事
業
を
含
め
た
弊
社
事

業
・
製
品
全
体
に
共
通
し

た
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。ま
た
、

社
員
一
人
一
人
が
持
て
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に

発
揮
し
つ
つ
シ
ー
ム
レ
ス

に
連
携
し
、
会
社
と
社
員

自
身
の
未
来
を
イ
キ
イ
キ

さ
せ
て
い
く
と
い
う
意
味

で
、
私
た
ち
自
身
の
在
り

た
い
姿
で
も
あ
る
。

国
内
電
力
需
要
が
増
加

予
測
に
転
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
備
の
新
増
設
が
進
む

と
と
も
に
、
高
度
経
済
成

長
期
に
建
設
さ
れ
た
設
備

の
更
新
も
進
む
中
で
、
こ

の
先
の
日
本
の
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
「
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
」
「
ク
リ
ー
ン
」「
ス

マ
ー
ト
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
へ
と
進
化
し
て
い
く

と
想
定
し
て
い
る
。

弊
社
は
次
世
代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
シ
ー
ム
レ
ス
に

つ
な
ぐ
結
節
点
と
な
り
、

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｓ
＋

３
Ｅ
確
保
に
貢
献
し
、
持

続
可
能
な
未
来
を
実
現
す

る
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
カ
ン
パ
ニ
ー

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

新
中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て

経
営
理
念
を
制
定
、
羅
針
盤
に

半
導
体
検
査
機
器

唯
一
無
二
、３
次
元
計
測
で

Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ

次
世
代
充
電
器
、近
く
投
入

東
光
高
岳
の
５
５
０
ｋ
Ｖ

断
路
器
。
コ
ア
事
業
の
再

生
と
強
靭
化
は
中
計
の
大

き
な
柱
の
一
つ

５
月
に
蓮
田
事
業
所
（
埼
玉
県
蓮
田
市
）
で
公
開
し
た

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
―
４
０
０
。
中
央
は
一
ノ
瀬
社
長

社
長
あ
い
さ
つ

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
結
節
点
と
し
て


